
纛
鱒
盆
会
を
重
要
視
す

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

北
周

武

帝

の
廃

仏

に

つ

い
て

若

麻

績

修

支
那
に
於
て
隋
が
国
土
を
統

一
し
、
引
き
続

い
て
唐
が
強
大
な

国
冢
を
形
成
し
た
頃

(
五
八

一
～
七
五
〇
)
、
印
度
で
は
見
る
事

の
出
来
な
い
形
載
と
内
容
を
持

つ
た
仏
教
、
'
即
ち
天
台
、
華
厳
、

念
仏
、
禅
な
ど

の
様
な
所
謂
支
那
独
自

の
仏
教
が
ぞ
く
ぞ
く
大
成

.塔
れ
て
、・
支
那
に
於
け
る
仏
教

の
黄
金
時
代
を
築

い
た
の
で
あ
る
。

常
盤
大
定
博
士
の
著
を
見
る
に
、
支
那

に
於
け
る
仏
教
の
歴
史

的
発
展
に

つ
い
て
隋

唐
代

(元
宗
ま
で
)
を
支
那
仏
教

の
建
設

時
代
、
南
北
朝
代
、
北
周
吏
で
を

(
四
〇
〇
～
五
八
〇
)
、
研
究

時
代
と
し
て
展
開
し
て
お
ら
れ
る
様

に
、
隋
唐

の
如
き
大
発
展
の

源
泉
は
政
治
、
思
想
丶
.軍
事
共
幾
多

の
変
遷
を
重
ね
、
世
状
が
非

常

に
に
ぎ
や
か
で
あ

つ
た
南
北
朝
代
に
発
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ

の
直
接
的
契
機
と
な

つ
た

の
は
、
北
周
武
帝

(
五
六

一
～
五
七
八
)

に
依
る
宗
教
全
廃

に
発
す

る
も
の
と
考

え
ら

れ
る

の
で
あ
る
。

塚
本
善
隆
博
士
は
著

「北
周

の
廃
仏
」
た
於
て
、
全
十
章
に
わ

た
つ
て
そ

の
廃
仏

の
経
遍
を
く
わ
し
く
論
述
さ
れ
て
お
ら
れ
る
が
、

そ
れ
を
要
約
し
て
、
馬
武
を
し
て
廃
仏

に
奎
ら

し
め
た
根
本
原
因

は
、

一
、
周
礼
復
古

の
標
榜
と
強
い
中
華
優
越

の
意
識
に
依
る
外

教
へ
の
軽
蔑
視
乃
至
拒
否

の
意
識
感
情

に
よ
る
廃
毀
。
ご
、
富
国

強
兵

(
北
斉
計
伐
)

の
為

の
廃
毀
。
繭二
、
仏
教
の
真
を
あ
や
ま
り

ゆ
が
め
、
堕
落
し
て
い
る
現
在
教
団
を
廃
し
、
具
体
的
現
実
に
即

し
た
真
仏
教
を
具
現
し
顕
現
す
る
為
の
廃
毀
。
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

私
は
本
論
が
北

周
の
廃
仏

に
つ
い
て
最
も
事
実
を
教
え

る
も

の
と
受
け
取
り
、
準
拠

し
て
さ
ら
に
そ

の
前
后
に
於
け
る
廃
仏
、

北
魏
太

武
帝

(
四
二
四
～
四
五
二
)
、
唐
武
窄

(
八
四

ケ
～
八
・四

六
)
、
後
周
世
宗

(
九
五
四
～
九
五
九

)
、
.所
謂

馴、三
武

マ
宗
の

法
雄
」

の
論
拠
と
比
較
す

る
事

に
依

つ
て
、
北
周
廃
仏

の
特
異
性

を
求

め
つ
Σ
、
支
那

に
於
け
る
仏
教
受

容

の
歴
史
的
変
遷
の
形
態

を
知
ろ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

一
例
と

し
て
、
前
後

の
廃
仏

の
詔
と
北
周
の
廃
仏
の
詔
を
対
比
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し
て

み
る
に
、
北
魏
太
武
帝
の
廃
仏
に
於
で
は
、
太
平
真
君
五
年

(四
四
四
悩
正
月
、
詔

し
て

「
彼
抄
門
渚
、
'阪
西
戒
虚
誕
」、
.妄
生
竃

妖

、
非
所
以

一
斉
政
化
、
布
淳
徳
於
天
下
也
。
」

(魏
書
釈
老

の

レ

ロト

ニ

リ

ゆ
ロ

よ

コ

志

三

十

五

)

と

し

て

、
太

平

真

君

七

年

(
四

輯

六

)

111月

、
廃

仏

の
詔

に

「昔

、
後
漢
荒
帝

(明
帝
)
、
孺
憾
邪
飾
、
妄
仮
種
遷

事

胡

妖

鬼

(
仏

)

、

以

乱

天

常

。

…

…

自

今

以

後

、

敢

有

事

胡

神

、

ヨ

ド

ニ

　

ニ
及
造
形
像
泥
人
銅
人
者
、
門
誅
。
」

(
同
三
十

六
)
乏
汐
壕

た
繕

武
宗

の
廃
仏

に
於
て
は
、
会
昌
五
年

(
八
五
四
)
八
月
、
詔

し
て

瞑

闘
、
三
代
已
前
、
未
噛

言
弘

、
轟

之
後
像

(
仏
)
教
癈

ハ、

是
由
季
時
伝
此
異
俗
、
因
縁
染
習
蔓

衍
滋
多
、
以
至
於
蠧

耗
国
風
、

「

=

一

三

鳥

「

ニ

而
漸
不
い覚
、
誘
惑
訊
意
而

衆
迷
泊
、
…
…
違
君
親
於
師
資
之
鰹
、

違
薦

於
戒
律
之
嶼

覆

害
版
灘
逾
批
道
。

宿

麌

.巻
+
八

太
紀
上

(
中
華
書
局
影
行
)
六
頁
〕

と
言
わ
し
め
て
い
る
。
そ
し

て
北
周
武
帝
の
廃
仏
に

つ
い
て
も
、
建
徳
二
年

(
五
七
三
)
十
二

月

薬

郡
臣
及
沙
門
道
士
葺
。
帝
袰
.同
箪

弁

涙
鴨三
教
先
後
。
以

靉

羹

、
道
教
為
坎
、
仏
教
為
緩
。
=

周
書
巻
五
二
+
二
頁
)

と
あ

り
翌
建
徳
三
年
五
月
に
は

「初
斷
仏
道

二
数
、
経
像
悉
毀
、

ユ

男

門
道
‡

零

還
遇

拜
葉
鑿

祀
㍉
礼
典
磯

者
、
篠

之
。
」

(
同

二
十
四
頁
)
と
、

さ
ら
に

「
購
非
五
坦
心
無
敬
事
。

既
非
正
教
所
以
廃
之
。
」

(
広
弘
明
集
巻
十

、
大
正
蔵
五
工
巻

一

五
四
頁
)
と
言
わ

し
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

之
に
よ
っ
て
共
通
に
認
め
ら
れ
る
と
こ

ろ
は
、
既
知

の
如
く
、

強
い
中
華
意
識
の
属
家
体
制

よ
り
来
る
'外
来
仏
教

に
対
す
る
中
零

固
有
の
教
学
や
信
仰

の
抗
争
、
時
に
道
教

と
の
衝
突
、
富
国
強
兵

策
と
そ
れ
を
防
害
す
る
思
想

の
混
乱
、
社

会
的
、
経
済
的
な
問
顋

と
し
て
と
ら
え
る
事
に
は
疑
問
の
な

い
と

こ
ろ
で
あ
る
。

然
し
そ
の
相
異
す
る
点
を
さ
ぐ
る
な
ら
ば
、
周
武
前
後

の
廃
仏

が
胡
教
た
る
所
以
を
も

つ
て

「偽
教
」

と
き

め
つ
け
ら
れ
、
帝

の

道
教
過
信
に
依

る
仏
教

の
み
の
陶
汰

で
あ
り
、
そ
の
提
唱
者
は
道

教
信
者

に
よ

つ
て
出
さ
れ
て
い
る
の
を
察

す
る
に
、
北
周
の
廃
仏

に
於
て
は
先
述
の
如
く
、
道
仏

二
教
団
と
も
整
理
し
て
い
る
事
、

ま
た
提
唱
者
は
仏
教
側
か
ら
出
た
事
、
さ
ら
に
実
際

は
道
教

を
璽

ん
じ
た
と
し
て
も
帝
な
り
に
仏
教

の
真
を
認
め
、
.道
仏
二
教

の
儒

教

へ
の
真

一
帰

一
性
を
研
讃
せ
し
め
る
為

の
'
「
通
道
観
」
・な
る
も

の
を
設
置
し
て
い
る
等

の
点
に
認

め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

之
に
ρ
い
て
教
団
僧
侶
の
腐
敗
堕
落

と

い
う
点
で
は

コ
ニ
武

一
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案
」

い
つ
れ
に
も
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
北
周
に
於
て
も
、

北
魏

の
専
制
君
主
権
を
背
景
と
し
て
生

み
だ
さ
れ
た
僧
官
制

の
発

達
に
依

る
仏
教
教
団

の
未
曾
有
の
増
汰
は
、
北
周
ま
で
も
続
き
い

「凡
度
僧
駻
千
八
百
入

(
所
写
経
論
千
七
百
余
部
。
」
と
い
'い
へ

又
中
央

に

「
周
国
三
蔵
」
、
州
に

「
州
三
蔵
」
を
ぞ
く
ぞ
く
任
官
.

さ
せ
、
そ
れ
に
伴

つ
て
多
く
の
仏
事
が
建
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
等
・は
何
れ
も
中
央
政
界
と
地
理
的
に
或
は
血
族
的
に
親
縁
を

も

つ
も

の
ば
か
り
で
あ
り
、
朝
廷
と
結
び

つ
い
て
発
展
す
る
教
団

に
於
け
る
栄
達
は
、
中
央
僧
官
寺
院
の
み
に
与
え
ら
れ
る
。
即
ち

長
安
に
通
じ
官
権

に
通
ず
る
寺
院
僧
侶

の
み
に
集
中
さ
れ
た
教
団

共
有

の
福
利
の
甚
し
い
偏
在
を
招
致
す
る
事
を
示
す
も

の
で
あ
り
、

そ
れ
を
裏
書
き
す
る
か
の
如
く
、
事
も
あ
ろ
う
に
蜀

の
還
俗
僧
た

る
衛

元
嵩
が
廃
仏

の
指
導
者
と
な
つ
て

「
嵩
請
造
平
延
大
寺

、
容

轟

一

貯
四
海
万
姓
。
…
…
夫
平
延
寺
者
。
無
選
道
俗
罔
択
親
疎
。
愛
潤

二

.

一

レ

・
鴨

一

レ

藁

一

黎
元
等
無
持
毀
。
啜

穣
為
博
諮
。
即
周
主
.振

来
。
」

(広
弘

明
集
巻
七
、
大
正
蔵
五
二
巻

一
三
二
頁
上
).と

φ
今
の
不
公
平
な

寺
院
僧
倶
を
廃

し
て
、
も

つ
と
民
を
利
し
、
国
を
益
す
る
仏
教
を

行
う

べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
は
周
主
が
如
来
と
な

つ
て
、
城
を
大
寺

と

し

て

、

民

を

僧

と

す

る

こ

と

に
あ

る

の

だ

と

十

五

力

条

の

上

書

を

せ

し

め

て

い

る

の

で

あ

る

。

が

と

も

か
く

之

は

前

後

の
廃

仏

が

ヤ
道

士

に

よ

り

指

導

さ

れ

て

い

る

の

に

反

し

、

全

く

異

例

で

あ

り

、

さ

ら

に

是

如

く

言

わ

し

め

て

い
る

の

は

、

例

え

嵩

の
栄

達

へ

の
策

略

が
感

じ

と

ら

れ

る

と

は

い

え

、

私

は

教

団

の
中

か

ら

こ

の
様

な

人

物

を

出

し
た

事

自

体

、

す

で

に

そ

の

腐

敗

、

堕

落

、

教

理

面

の

行
き

づ

ま

り

を

如

実

に

示

し

て

い

る

も

の
と

取

る

の

で

あ

る

。

こ

う

し

て

行

わ
ーれ

た
教

団

の
全

廃

に

つ

い

て

、

周

武

が

言

う

の

に

、

「
帝

王

即

是

如

来

。

宣

停

丈

六

(
仏

)

。

王

公

即

是

菩

燵

。

レ

呂

冖

省
軍
搾文
殊
呷Q
壱ヨ
年
河
為
上
座
b

疥
用
賀
萌

つ
仁
恵
真
為
捜
度
つ
豈

仮
棄
霞
。
…
…
以
民
為
子
。
可
謂
大
慈
。

四
海
為
熨
。
即
同
法
界
。

レ

レ

レ

し

レ

=

一

n

レ

ニ

安
楽
百
姓
。
寧
殊
抜
苦
。

…
…
即
事
而
言
何
処
非
道
。

(広
弘
明

二

,

・
囀

「

し

レ

集
巻
十
、
大
正
蔵
五
二
巻

一
五
五
頁
上
)

(
周
高
祖
巡

除
於
仏

法
有
前
僧
任
道
林
上
表
開
法
事
)
と
言
う
如
く
、
衛
元
嵩

の
上
書

と
意
を
同
じ
く

し
て
、
仏
教
そ
の
も
の
を
廃
す
る

の
で
な
く

、
堕

落
し
た
現
在
教
団

を
全
廃

し
、
具
体
的
現
実
に
即
し
た
真
仏
教
を

麺

現
す

る
ψ
で
あ

つ
て
む
し
ろ
興
仏
を
旨

と
す
る
の
で
あ
る
と
言

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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然
し
是
の
如
き
真
仏
教
の
顕
現
と
い
う
の
ば
、
宗
教
信
仰
を
失

つ
た
民
心
の
不
平
不
満

の
打
開
策

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
な
お
北

支

那
を
二
分
す
る

「
方

の
勢
力
北
斉
と
の
緊

張
関
係
に
あ

つ
て
富

国
強
兵
を
旨
と
す
る
周
武
に
於
て
は
、
あ
く

ま
で
国
家
の
存
立
が

主
眼
で
あ
り
、
仏
教
は
従
で
あ
り
、
為
国
行
道
の
思
想
、
皇
帝
即

如
来

の
下
で
の
真
仏
教
と
言
う
の
で
あ
る
事
が
理
解
出
来
る
の
で

あ

今
て
、

「
歴
代
三
宝
記
」
に
言
う

「
欲
斉
三
教

」
{
巻
十

一
、

大
正
蔵

四
九
巻

一
〇

一
頁
中
)
と

の
談
論
も
、
す
べ
て
国
家
の
大

本

た
る
儒
教
古
典
に
斉

し
く
せ
ん
事
を
求
め
た

の
で
あ
り
、
ま
た

仏
道
の
枝
葉
を
廃

し
そ
の
根

本
を
保
存
す
る
為

に
設
立
す
る
と
宣

言

し
た

「
通
道
観
」
・の
内
容
も

「
至
道
は

一
を
以

っ
て
貫
く
可
き

な
り
」

(
広
弘
明
集
巻
十
大
正
蔵
五
二
巻

一
五
三
頁
上
)
と

し
て

「
衣
冠
笏
履
」
を
著
け

し
め
て
通
道
観
学
士
と
し
て
い
る
事
に
よ

つ
て
も
、
そ
れ
を
理
解

出
来
る
の
で
あ
る
。

斯
く
し
て
私
は
今
ま
で
の
論
述
に
於
て
、
前
後

の
廃
仏
が
帝

の

道
教
過
信
に
よ
る
外
教
卑
下
、
仏
教

へ
の
怨
憎
が
重
き
を
な
す
も

の
と
と
ら
え
、
比
し
て
周
武

の
廃
仏
は
、

一
貫
し
た
富
国
強
兵
策

の
下
に
、
腐
敗
堕
落
し
た
現
在
教
団
を
廃

し
て
、
皇
帝
"権
を
よ
り

強

化

せ

し

め

ん

と

い

う

点

に

、

む

し

ろ
比

重

が

か

エ
る

も

の

と

考

え

る

の

で

あ

る

。
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